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ナノプレシジョン領域において，各種素材に様々な形状・機能を高精度，高能率に付与する新
しい加工プロセスの創出に関わる研究開発を行っている。除去加工を始め，成形/変形，表面改
質プロセスなど幅広い分野での研究を進めている。加工対象物はマイクロオーダーからメートル
級まで，付与する形状はナノメーターオーダーの表面やミクロンオーダーの構造からメートル
オーダーの複雑形状まで極めて多岐に亘る。一方，究極な加工の研究と共に，正確な測定法や確
実な解析法の研究を並行させ，シミュレーション，CAD，CAM，CATなどを統合したものつく
り統合加工システムの基本構成プロセスの創出を目指している。特に，設計～加工～計測の融合
化を実現する新たなるものつくりコンセプトの具現化にかかる基礎研究を推進している。
実用面においても多くの企業と委託研究や共同研究を実施し，ELID研究会，マイクロ加工研
究会など，当研究室から発足した研究会を通してオンリーワン技術を発進し，それぞれの産業技
術をリードする活発な活動を続けている。また，理研ベンチャー制度の中で，当研究室から加工，
シミュレーション，生体分析などの分野を対象とする「新世代加工システム（株）」，「（株）先端
力学シミュレーション研究所」および「（株）フューエンス」の 3つの理研ベンチャーが発足し，
それぞれの分野で活動している。

1. マイクロ構造/機能素子のためのナノメカニカルファ
ブリケーション研究
（1）ELID加工法の研究（大森，片平，上原 ＊1，郭 ＊2，
小野＊2，刈込＊3，森田＊4，浅見＊5，粟木＊5，丸山＊5，山
本＊5，小川＊5，貝瀬＊5，東＊5，山根＊5，陳＊5，出口＊5，
金（敬）＊5，小松 ＊5，康 ＊5，松岡 ＊5，松澤 ＊5，宮沢 ＊5，
三好 ＊5，中川 ＊5，八須 ＊6，野口 ＊5，鈴木（和）＊5，高田
＊5，横山 ＊5，吉川 ＊5，尹＊5，清水＊5，島崎 ＊5，亀山 ＊7，
前浜 ＊7，水谷 ＊7，根本 ＊7，秋濃 ＊7；林（偉），渡邉，鈴
木，戴（VCADものつくり応用チーム））
本年度は，機能デバイスのための超精密微細砥粒加工の
開発研究を中心に，高効率鏡面加工を実現する ELID研削
法の適用範囲の拡充と，その効果について検討を進めた。
具体的研究成果として，X線ミラー材料の高強度反応焼結

SiCや Zerodur，半導体実装基板やヒートシンク材である
窒化アルミ，高級装飾建材であるグラナイトといった難削・
脆性材料に対して，微細な表面加工を延性モードで ELID

加工するための諸条件を検討し，良好な高精度鏡面加工を
実現した。またマイクロ光学素子材料として期待される屈
折率傾斜（GRIN）媒質の高品位加工への適用効果も確認し
た。一方，極限まで鋭利なコーナーエッジの創成，単結晶
ダイヤモンドバイトの切刃の成形加工にも適用し，その適
用範囲の拡充を進めた。また，ELIDプロセス中の電気化
学反応により金属系生体材料の表面に安定な酸化皮膜を付
与することができる表面改質機能をほぼ確立し，チタン合
金，ステンレス合金を始め，人工骨頭用材料である Co-Cr

合金に対しても効果が発揮できることが明らかとなってい
る。加えて，Cや Siなどの砥粒成分元素がワーク表面に浸
透拡散する現象を制御することにより，DLC（ダイヤモン
ドライクカーボン）等の高機能コーティング層との化学的
親和性に優れ密着性が向上する表面改質加工面を創製する

効果も確認された。さらに，トライボロジーの観点から砥
石の加工特性を予測するため，微細ダイヤモンド砥粒によ
る加工物の材料除去メカニズムの解明を行い，ELID用新
砥石開発に効果を発揮した。また，リブ構造を有する大口
径 SiCミラーの ELID加工において，本年度はそのサポー
ト構造の考案を行い，さらなる高精度化を進めた。
一連の ELIDプロセスの研究活動は，ELID研究会を中
心とした体制により推進し，本年度は新たに発足したナノ
プレシジョン研究委員会を通じて，特にナノプレシジョン
領域での技術情報発信と議論を目的としたセミナーやシン
ポジウム，見学会などを積極的に主催するとともに，ELID
システムの標準化に向けた加工データベースの構築に取り
組んだ。さらに，中国，韓国の研究機関から研究者を招く
など研究交流の強化を図ると共に，研究コミュニティーの
一層のグローバル化を推し進めた。
（2）超平滑加工の研究（大森，片平，上原 ＊1，劉（慶）
＊1，小野 ＊2，上野 ＊2，刈込 ＊3，河西 ＊5，池野 ＊5，粟木
＊5，土肥＊5，長谷川（勇）＊5，堀尾＊5，石川＊5，伊藤（伸）
＊5，小茂鳥 ＊5，小仲 ＊5，沈 ＊5，増田（茂）＊5，松澤 ＊5，
村上 ＊5，八須 ＊6，永倉 ＊5，大前 ＊5，大森（宮）＊5，進藤
＊5，李（龍）＊5，水谷＊7，小林＊7；林（偉），渡邉（VCAD

ものつくり応用チーム））
本年度も引き続き，半導体材料，光学素子材料，生体材
料，機構部品に対して，ナノレベルからサブナノレベルの
極限平滑面を創成するメカニカル/ケミカル加工法と，これ
に高い形状精度を付加させるスーパーポリシング手法の検
討を進めている。まず昨年度に続き，ELID法を援用した半
導体デバイス加工を目指し，メタルレス超微細ダイヤモン
ド砥石により超平滑加工面の創成試験を進めているが，本
年度はさらに導電性ラバーボンド砥石による基礎試験を行
い，さらなる高品位化の基礎的検討を進めた。また，グラ
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ナイトの超平滑加工に関し中国華僑大学と連携的な研究を
展開し，ELIDの援用により従来加工法に比べ 10倍近い能
率で実現できることを実証し，ELIDを基本原理とした超
平滑加工法の適用分野の拡大を図った。
ELID法で創成した高精度の形状面に対して，さらなる表
面品位を実現する仕上げ加工プロセスの研究を進めた。磁気
砥粒を用いたドライ研磨法の複合化にかかる基礎研究とと
もに，本年度はさらに磁性流体研磨（Magneto-Rheological

Finishing : MRF）法を連携させた複合加工プロセス技術の
開発をも行い，実際にガラス成形用レンズ金型の加工条件
の最適化，高精度化，高効率化を進めた。応用として，宇宙
望遠鏡開発を狙った大口径ミラー，中性子物質レンズ，そ
して軟 X線ミラーなどの開発へ適用研究を進めて行く。
（3）超微細加工の研究（大森，片平，上原 ＊1，劉（慶）
＊1，成瀬 ＊1，森田 ＊4，安藤 ＊5，陳＊5，藤井 ＊5，部谷 ＊5，
吹春＊5，船田＊5，古林＊5，後藤＊5，石井＊5，石坂＊5，伊
藤（徹）＊5，Jabri＊5，上村＊5，加藤＊5，近藤＊5，松下＊5，
増田（忠）＊5，三浦 ＊5，白滝 ＊5，武安 ＊5，鳥居 ＊5，常木
＊5，袁＊5；林（偉），鈴木，郭（泰）（VCADものつくり応
用チーム））
時代をリードするマイクロメカニカルファブリケーショ
ンの研究として，回折構造を持つ先進光学素子などの機能
性構造体を代表例として，引き続き，独自加工プロセスの
創出研究に取り組んでいる。様々なマイクロダイヤモンド
ツールの創成により，ナノオーダーの超微細パターン加工
の実現を目指して，多自由度・摩擦レス加工システムを援
用した独自のプロセス技術を構築することで，数百 nm以
下の自在な表面構造の創成加工実験を進めた。特に，ナノ
オーダーの自在な溝形状やテクスチャーの加工を進める上
で不可欠となる表面構造の計測手法にも着目して，独自の
オンマシン AFM計測の実証試験を進めた。
一方，超微細形状・構造の加工を実現するデスクトップ
マシンの開発を深化させた。マイクロレンズアレイやマイ
クロレンズ金型，そして人工股関節骨頭等の複雑形状・微
細加工に対応できる独自の加工プロセスを搭載したシステ
ム構築を進めた。中でも，チタン合金やセラミックスなど
の人工股関節加工に対応した新たな ELID 加工法として，
クーラントノズル部に電極を内蔵し，ノズル内で電気分解
させた研削液を砥石表面に供給することによりドレッシン
グを行うことで，砥石を電極から解放することにより，小
径・複雑形状砥石の全面を使用できる新しい加工プロセス・
システムを創出した。また，さらなる高精度化を実現する
ために，加工機上計測を内蔵したデスクトップマシンの基
礎的プラットフォーム開発を進めた。
また，バイオ分野や先進工業ニーズを捉えるマイクロミ
リングやマイクロスタンピングを実現するために，高能率
かつ高品位なマイクロツール加工を実現するサイリン式デ
スクトップマイクロツール加工システムの開発を進めた。
その結果，本年度は，十数ミクロンのマイクロツール加工
を数分以内で実現できる画期的なプロセス・システムを実
現した。さらに，創成されたマイクロツールにより加工さ
れた微細金型を用いて，デスクトップ射出成形システムに
より射出成形を行い，マイクロ光学素子やマイクロメカニ
カルパーツの高精度成形法の研究開発を進めた。引き続き，
新しい熱圧縮成形手法により細密表面構造を持つ成形品の

転写成形を実現するプロセス・シミュレーション手法の基
礎検討とともに実証研究を進めている。
さらに，一連の活動はマイクロ加工研究会を中心として
シンポジウムや懇談会を通じて発信・普及を目指すととも
に，併設されたマイクロ成形研究委員会により新たなるマ
イクロ成形転写手法に関わる交流活動を推進し，シーズ・
ニーズマッチングを通した新研究シーズ創出を積極的に進
めている。

2. マイクロファブリケーションの応用研究
（1）マイクロファブリケーションの生体計測機器への応
用（山形，李（範）＊8，金（俊）＊8，最上＊5，青木＊5，原
＊5，野中 ＊5，津田 ＊5，東條 ＊5，井上 ＊5）
昨年度に続き，（株）フューエンスとの共同研究を中心と
した活動を進めている。厚膜フォトレジストによるマイク
ロファブリケーションプロセスに基づき，タンパク質-リガ
ンドの結合を高感度で検出可能な新しい原理による分析シ
ステムの開発を進めている。また，マイクロアブレイシブ
ジェット法を援用することで形成されたチップの微細構造，
生物活性について引き続き調査を行うと共に，これら微細
加工技術の応用として，微細流路内でのマイクロバイオアッ
セイ法の検討を開始し，引き続き技術構築を進めている。
（2）光学素子，デバイス開発支援のための計測手法の研
究（大森，守安，Peter＊5，Qian＊5；安齋（アドバンスト・
エンジニアリングチーム）；渡邉，林（偉）（VCADものつ
くり応用チーム））
オンマシン測定法の構築としてこれまでに開発を行って
きた光学素子計測システムおよびソフトウェアの改良の他，
ナノプレシジョン加工に対応した測定分解能 2.5 nm を持
つ一体化構造型計測プローブを開発し，それによる測定効
果を検証した。また微細素子や先進デバイス開発のために，
AFP（Atomic Force Probe）システムおよびモバイルAFM

の運用を通して，各種開発支援活動を進めた。
一方，軟質材料による微細・精密部品のオンマシン測定
のため，形状および表面粗さ計測が可能なコンパクト・レー
ザープローブ計測システムの開発を進め，加工機上におい
て検証試験を進めた。また，傾斜角の大きいワークに対し
ても測定を可能とするソフトウェアの開発を行った。
また，アドバンスト・エンジニアリングチーム，ラピッ
ド・エンジニアリングチームと連携して，超精密多軸計測加
工システムの開発・応用および運用環境整備を進めている。

3. マイクロからナノ領域におけるフォーミング/トライ
ボロジー研究
（1）塑性加工による微細構造体の加工とトライボロジー
（池，中野 ＊7，江原 ＊7）
塑性加工による微細三次元構造の転写加工は高精度・高生
産性を見込まれる技術であるが，実際には障害があり，ナ
ノメーターレベルの転写精度を実現するには種々の工学的
検討が必要となる。本課題においては微視的界面すべりと
バルクの塑性変形の影響を考慮し，塑性変形による転写機
構を弾塑性有限要素法および実験的手法により検討した。
平滑面の転写においては界面すべりにより充満を促進する
効果が得られ，特に被加工材表面に軟質な被膜を配置した
場合は工具面と同等以上の平滑面が得られた。しかし微細
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表面形状の転写においてはすべりによる形状の崩れが生じ
る。その結果，最適なすべり量としては微細表面形状の平
面上の寸法程度が良いという結果が得られた。またバルク
の伸張による塑性変形は必要な転写力の低下はもたらすも
のの充満作用を妨げる側面があるので転写の精度向上には
つながらないという結果を得た。
また本年度は環境問題と塑性加工のトライボロジー（摩
擦・潤滑・摩耗・表面損傷）の関係に着目して地球規模の環
境負荷低減への展望を探索した。本来トライボロジーは摩
擦や摩耗の低減によりエネルギー消費を低減して地球環境
にやさしいはずの技術であるが，近年の化学物質による地
球環境破壊という観点からみると種々の問題を抱えている
ことが明らかとなってきた。そこで究極にはドライ加工を
目指すとして，当面は工具・被加工材・潤滑剤・加工技術
などの組合せにより総合的に環境負荷を低減する試みを続
ける必要がある。特に工具への被膜処理とセラミックス工
具あるいは被膜処理をした板材など化学的親和性が低くて
表面損傷を生じにくい工具/被加工材が 1つの鍵を握ってお
り，補助的な手段として加工技術の変更や環境負荷の低い
潤滑剤の適用という組合せが有効であるという展望を得た。
（2）ナノトライボロジーの研究（河野，池，三科 ＊5，森
＊7）
本年度は，実用レベルの摩擦の法則が，実は表面のナノ
レベルの状態変化に影響されていることを実験的に証明す
るための試みとして，スティック・スリップ運動の表面状
態による変化を中心に実験研究を行った。その結果，研磨
直後の新生面を保持している表面と数時間以上大気環境に
さらした後の表面とで，動摩擦現象に大きな差が生じるこ
とを確認した。

4. 材料成形加工のための計算力学研究
（1）材料の変形理論と変形用兼造形用有限要素法（FEM）
シミュレーション・コードの開発（大森，杉本＊5，高橋＊5，
城寶 ＊5，浅原 ＊5，小野（徳）＊5，長谷川（太）＊5，金井
＊5，殷 ＊5，青野 ＊5，藤本 ＊5；林（偉）（VCADものつく
り応用チーム））
材料成形加工に関するシミュレーションプロセスの実用
化を目指して研究を進めている。多くの実験データの取得
や現場のノウハウを集約すると共に，これまでの成果・ノ
ウハウを統合した高精度・高速なシミュレーションソフト
ウェアを具現化するべく，（株）先端力学シミュレーション
研究所との共同研究を通して，計算時間が非常に長い板材
成形やハイドロフォーミング・シミュレーションソフトの
開発・改良を行った。本年度は，計算時間の短縮やスプリ
ングバック現象の解析精度の向上において一定の成果を実
現した。
（2）薄板成形における成形難易評価および難加工材の成
形技術（林）
本課題では，地球環境対策の主要な課題の 1つである自
動車軽量化や安全対策に関連した車体製造技術と，材料開
発に関する基礎的な検討を展開した。高強度鋼板に関して
は，鉄鋼メーカー，自動車メーカー，型メーカーの協力を得
て高強度鋼板に関する研究を推進した。これまでの活動を
踏まえ，自動車車体への高強度鋼板の適用動向調査を引き
続き実施，また，外板パネルにおける面ひずみ，メンバー類

などの構造部材におけるスプリングバック制御に関する共
同研究を行い，対策技術開発のための課題を明らかにした。
引き続き，地域コンソーシアム研究開発事業「高張力鋼
板・アルミ材の高精度統合型成形性予測システムの開発」
に参画し，材料データベースの考え方，データベースに組
み込むべき材料特性の抽出を実施した。戦略的基盤技術力
強化事業「個別プレス機械対応次世代型合わせ技術に関す
る研究開発」では，型のたわみの計測と評価，型のたわみ
による成形体の形状精度の変化に関する実験と成形シミュ
レーションを行った。地域新規産業創造技術開発事業「プ
レス加工用マグネシウム板材の材料・成形条件最適化技術
の開発」では，自動車車体への適用を進めるための課題に
関して，特に材料特性の観点からの検討を進めた。
アルミニウム材料の成形性評価のための試験法の開発と
して，複合曲面体のヘミング加工を対象に標準試験法確立
のための実験を実施した。

＊1 テクニカルサイエンティスト，＊2 協力研究員，＊3 研究
嘱託，＊4 基礎科学特別研究員，＊5 共同研究員，＊6 委託研
究生，＊7 研修生，＊8 ジュニア・リサーチ・アソシエイト

During this year, systematic research was promoted to
facilitate the fabrication of dies and various devices with
smaller lead patterns and of higher quality. In terms of
actual research, a variety of parameters were studied in
order to achieve a fine surface finish in ductile mode ma-
chining, and we succeeded in producing highly efficient,
high-precision grinding of the following hard, brittle ma-
terials: Zerodur, and high-strength reaction-sintered SiC
X-ray mirror materials; Aluminum nitride as a semicon-
ductor mounting substrate or heat-sink material; GRIN
(gradient index) for use in micro lenses; and granite mate-
rials. We are also nearing completion of a surface modify-
ing function that will give the surface of metal-based bio-
materials a stable oxide layer by electrochemical reaction
during ELID processes. Furthermore, we are promoting
basic testing in the production of modified surfaces hav-
ing improved adhesion and outstanding chemical affinity
with high-function coating layers such as DLC (diamond-
like carbon). We have also made positive efforts to host
seminars and symposiums to disseminate technical infor-
mation and hold discussions on research systems based on
the ELID Project.

Research Subjects

1. Nanoprecision mechanical fabrication processes for

micro-structural/functional devices

2. Applications in micro-fabrication processes

3. Forming processes/tribological investigations from mi-

cro to nano-scale

4. Computational mechanics of materials forming pro-

cesses
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H., Morishima T., Shimizu H. M., Sakai K., Suzuki J.,
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射出成形シミュレーション及びその光学性能検証”, 理研
シンポジウム「第 14回マイクロファブリケーション研究
の最新動向」：次世代微細加工・計測技術と新しいアプリ
ケーション, 和光, 5月 (2004).

大森整, 林偉民, 上原嘉宏, 武安初一, 安藤知明, 鷲尾政男,

池上恵蔵: “マイクロ圧縮成形システムによる細密樹脂部
品の加工技術の開発”, 型技術者会議 2004, (型技術協会),

東京, 6月 (2004).

鈴木亨, 大森整, 林偉民, 戴玉堂, 渡邊裕, 上原嘉宏:

“VCAD/VCAM を利用した非球面レンズ金型加工の試
み”, 型技術者会議 2004, (型技術協会), 東京, 6月 (2004).

林央: “軽量化を進めるハイテン・アルミニウム・マグネシ
ウム合金の成形技術”, 型技術者会議 2004, (型技術協会),

東京, 6月 (2004).

渡邊裕,大森整,林偉民,片平和俊,上原嘉宏,森田晋也,鈴木
亨, 牧野内昭武: “機上レーザープローブ計測システムの
開発”, 光計測シンポジウム 2004, 横浜, 6月 (2004).

林央: “軽量化材料の動向”, 日本金属プレス工業協会第 1回
材料部会, 四日市, 6月 (2004).

林央: “自動車の未来と材料への期待”, 日本鉄鋼協会鋼管部
会, 鹿島, 6月 (2004).

林偉民, 大森整, 渡邊裕, 戴玉堂, 鈴木亨, 上原嘉宏, 森田
晋也: “VCADファブリケーションシステムの構築”, 理
研シンポジウム「VCADシステムの世界：ものつくり情
報技術統合化研究（第 4回）」, 東京, 7月 (2004).

渡邊裕,林偉民,劉慶,鈴木亨,大森整: “屈折率傾斜光学素子
へのVCADシステムの応用”,理研シンポジウム「VCAD

システムの世界：ものつくり情報技術統合化研究（第 4

回）」, 東京, 7月 (2004).

鈴木亨, 林偉民, 上原嘉宏, 森田晋也, 大森整: “VCAD/

VCAM を用いた光学部品の加工”, 理研シンポジウム
「VCADシステムの世界：ものつくり情報技術統合化研
究（第 4回）」, 東京, 7月 (2004).

林央: “自動車車体用材料の動向”, 自動車用材料共同調査
研究会, (日本鉄鋼協会，日本自動車技術会), 東京, 7 月
(2004).

山形豊: “自由曲線微細溝の超精密切削”, 砥粒加工学会
HEAT 専門委員会第 1 回オープンシンポジウム, 神戸,

7月 (2004).

山形豊, 森田晋也, 守安精, 大森整: “4時駆動地超精密加工

装置によるホログラム工学素子の加工と評価”, 2004年度
砥粒加工学会学術講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草津, 9

月 (2004).

片平和俊, 前濱文人, 小茂鳥潤, 水谷正義, 大森整, 西口晃,

岩木正哉, 進藤久宜, 島崎景正: “DLC皮膜と超精密金型
の密着性向上に果たす表面改質加工面の効果”, 2004年度
砥粒加工学会学術講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草津, 9

月 (2004).

石川惣一, 上原嘉宏, 渡邊裕, 片平和俊, 林偉民, 三石憲英,

大森整, 山本幸治: “ELID マイクロファブリケーション
システムにおけるマイクロツールの開発（第 3報：マク
ロツールの高能率加工について）”, 2004年度砥粒加工学
会学術講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草津, 9月 (2004).

上原嘉宏,大森整,石川惣一,片平和俊,林偉民,渡邊裕,三石
憲英, 伊藤伸英, 山本幸治: “ELIDマイクロファブリケー
ションシステムにおけるマイクロツールの開発（第 4報：
マイクロツールの切削特性評価）”, 2004年度砥粒加工学
会学術講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草津, 9月 (2004).

尹韶輝,森田晋也,上原嘉宏,大森整,林偉民,舞原俊憲,持田
大作, 岩室史英: “ELID研削による非軸対称非球面特殊
シュミットレンズの加工”, 2004年度砥粒加工学会学術講
演会（ABTEC2004）, 滋賀県草津, 9月 (2004).

大森整, 鈴木亨, 森田晋也, 林偉民, 渡邊裕, 上原嘉宏:

“VCAD/VCAMを利用した非球面金型加工の試み”, 2004

年度砥粒加工学会学術講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草
津, 9月 (2004).

松本英俊, 皆川美江, 谷岡明彦, 山形豊: “エレクトロスプ
レー法による有機/無機ハイブリッドコーティング”, 2004

年度砥粒加工学会学術講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草
津, 9月 (2004).

林偉民, 沈剣雲, 徐西鵬, 大森整: “グラナイトの ELID研削
特性”, 2004年度砥粒加工学会学術講演会（ABTEC2004）,
滋賀県草津, 9月 (2004).

三石憲英, 上原嘉宏, 大森整, 林偉民, 石川惣一, 三浦隆寛:

“デスクトップマシンツールにおける球面レンズ高能率
ELID研削システムの開発”, 2004年度砥粒加工学会学術
講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草津, 9月 (2004).

浅見宗明,三石憲英,上原嘉宏,上野嘉之,石川惣一,林偉民,

大森整, 三浦隆寛: “デスクトップマシンツールにおける
電極レス ELID研削システムの開発”, 2004年度砥粒加工
学会学術講演会（ABTEC2004）,滋賀県草津, 9月 (2004).

大森整, 林偉民, 森田晋也, 上原嘉宏,渡邊裕, 片平和俊: “ナ
ノプレシジョン ELID鏡面加工プロセスの構築”, 2004年
度砥粒加工学会学術講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草津,

9月 (2004).

伊藤伸英, 根本昭彦, 加藤照子, 大森整, 長谷川勇治, 堀切川
一男: “環境調和型 ELID 研削用砥石の開発（第 3 報：
電解条件の検討）”, 2004 年度砥粒加工学会学術講演会
（ABTEC2004）, 滋賀県草津, 9月 (2004).

渡邊裕, 大森整, 林偉民, 鈴木亨, 牧野内昭武: “屈折率傾斜
光学素子への ELID研削の試み”, 2004年度砥粒加工学会
学術講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草津, 9月 (2004).

林偉民, 大森整, 尹韶輝, 渡邊裕: “磁性流体研磨法による光
学部品の超精密仕上げ”, 2004年度砥粒加工学会学術講演
会（ABTEC2004）, 滋賀県草津, 9月 (2004).
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森田晋也, 鈴木亨, 劉慶, 林偉民, 渡邊裕, 上原嘉宏, 大森整:

“小径レンズ金型の超精密ELIDマイクロ研削加工”, 2004

年度砥粒加工学会学術講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草
津, 9月 (2004).

森田晋也, 郭建強, 林偉民, 大森整, 渡邊裕, 佐藤修二: “大
口径望遠鏡主鏡の超精密 ELID研削加工の試み”, 2004年
度砥粒加工学会学術講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草津,

9月 (2004).

山形豊: “超精密加工機とその要素技術の最新の動向”, 2004

年度砥粒加工学会学術講演会（ABTEC2004）, 滋賀県草
津, 9月 (2004).

沈剣雲, 林偉民, 徐西鵬, 大森整: 2004年度精密工学会秋季
大会学術講演会, 松江, 9月 (2004).

林偉民, 大森整, 鈴木亨, 森田晋也, 上原嘉宏, 上野嘉之:

“ELIDナノ鏡面加工プロセスに関する研究（第 1報:ELID

鏡面研削面の粗さに及ぼすポリシング精度）”, 2004年度
精密工学会秋季大会学術講演会, 松江, 9月 (2004).

上原嘉宏,大森整,林偉民,渡邊裕,片平和俊,三石憲英,石川
惣一, 山本幸治: “ELID研削における研削液供給方法に
関する研究（第 8報：加工に使用した微細ピンの評価　
その 2）”, 2004 年度精密工学会秋季大会学術講演会, 松
江, 9月 (2004).

石川惣一,三石憲英,大森整,林偉民,渡邊裕,片平和俊,山本
幸治, 伊藤伸英: “ELID研削における研削液供給方法に
関する研究（第 9 報：高能率研削加工における CYLIN

円筒研削方法特性）”, 2004年度精密工学会秋季大会学術
講演会, 松江, 9月 (2004).

刈込勝比古, 上野嘉之, 林偉民, 大森整: “ELID研削におけ
る単結晶ダイヤモンドバイトの切刃性状の向上”, 2004年
度精密工学会秋季大会学術講演会, 松江, 9月 (2004).

伊藤伸英, 根本昭彦, 加藤照子, 大森整, 長谷川勇治: “ELID

研削用メタルレス導電性ボンド砥石の開発（第 6報：脆
性材料の加工特性）”, 2004年度精密工学会秋季大会学術
講演会, 松江, 9月 (2004).

前浜文人, 水谷正義, 小茂鳥潤, 片平和俊, 大森整: “Si系砥
粒を用いた ELID研削金型材の表面状評価”, 2004年度精
密工学会秋季大会学術講演会, 松江, 9月 (2004).

Kwak T., 李龍哲, 安齋正博, 大森整, 林偉民, 鈴木亨, 渡邊
裕, 森田晋也: “ガラス成型用レンズ金型の鏡面加工にお
ける ELID研削面の磁気研磨に関する研究”, 2004年度精
密工学会秋季大会学術講演会, 松江, 9月 (2004).

片平和俊, 前濱文人, 小茂鳥潤, 水谷正義, 大森整, 西口晃,

岩木正哉,進藤久宜,島崎景正: “ダイヤモンドライクカー
ボン皮膜の密着性向上に関わる表面改質加工技術の開
発”, 2004年度精密工学会秋季大会学術講演会, 松江, 9月
(2004).

浅見宗明,三石憲英,上原嘉宏,上野嘉之,石川惣一,林偉民,

大森整, 三浦隆寛: “テーブルトップ超精密 4軸加工機の
開発（第 11報：小径砥石における ELID IIIでの研削液
濃度変化による加工面評価）”, 2004年度精密工学会秋季
大会学術講演会, 松江, 9月 (2004).

三石憲英, 石川惣一, 上原嘉宏, 大森整, 林偉民, 三浦隆寛:

“テーブルトップ超精密 4軸加工機の開発（第 12報：カー
ブジェネレータ方式による球面レンズ加工の試み）”, 2004
年度精密工学会秋季大会学術講演会, 松江, 9月 (2004).

小林裕一, 柴田順二, 鈴木亨, 森田晋也, 石川惣一, 大森整,

林偉民: “マイクロレンズアレイ金型の超精密切削加工
（第 1報：斜軸切削加工法による試み）”, 2004年度精密工
学会秋季大会学術講演会, 松江, 9月 (2004).

渡邊裕, 林偉民, 鈴木亨, 大森整, 森田晋也, 上原嘉宏, 劉慶,

牧野内昭武: “屈折率傾斜 (GRIN)光学素子への ELID研
削加工の試み（第 2報：ELID研削加工の最適条件）”, 2004
年度精密工学会秋季大会学術講演会, 松江, 9月 (2004).

郭泰珠, 金井茂, 鈴木亨, 上原嘉宏, 林偉民, 大森整, 牧野内
昭武: “射出成形光学レンズのシミュレーション及び光学
的性能の実験的検証”, 2004年度精密工学会秋季大会学術
講演会, 松江, 9月 (2004).

大森整,林偉民, Kwak T.,李龍哲,上野嘉之,上原嘉宏,片平
和俊, 安斎正博: “新しいファインファブリケーションプ
ロセスの研究開発”, 2004年度精密工学会秋季大会学術講
演会, 松江, 9月 (2004).

水谷正義, 秋濃裕香子, 小茂鳥潤, 片平和俊, 大森整: “生体
用 Co-Cr 合金の ELID 研削特性および表面分析”, 2004

年度精密工学会秋季大会学術講演会, 松江, 9月 (2004).

根本昭彦, 村田泰彦, 伊藤伸英, 大森整, 松澤隆: “脆性材料
の加工特性におよぼす ELID加工システムの影響”, 2004

年度精密工学会秋季大会学術講演会, 松江, 9月 (2004).

尹韶輝,森田晋也,上原嘉宏,大森整,林偉民,舞原俊憲,持田
大作, 岩室史英: “大型非軸対称非球面レンズの ELID研
削加工”, 2004年度精密工学会秋季大会学術講演会, 松江,

9月 (2004).

水谷正義, 前濱文人, 小茂鳥潤, 片平和俊, 大森整: “ELID

研削によるステンレス鋼の機械的特性の向上”, 2004年度
日本機械学会年次大会, 札幌, 9月 (2004).

林央: “自動車車体の成形技術”, 第 96回塑性加工学講座：
板材成形の基礎と応用, (（社）日本塑性加工学会), 調布,

9月 (2004).

水谷正義, 前濱文人, 小茂鳥潤, 片平和俊, 大森整: “ELID

研削によるステンレス工鋼の機械的特性の向上”, 日本機
械学会 2004年度年次大会, 札幌, 9月 (2004).

大森整, 林偉民, 渡邊裕, 鈴木亨, 森田晋也: “V-CAMの開
発及びそのものつくり加工”, 日本機械学会 2004年度年
次大会, 札幌, 9月 (2004).

林偉民, 大森整, 渡邊裕, 森田晋也, 尹韶輝: “磁性流体研磨
法による ELID 研削面の高品位仕上げ”, 日本機械学会
2004年度年次大会, 札幌, 9月 (2004).

池浩: “多点圧印加工として近似した調質圧延の弾塑性有限
要素解析”, 日本鉄鋼協会第 148回秋季講演大会, 秋田, 9

月 (2004).

大森整, 林偉民, 戴玉堂, 惠藤浩朗, 鈴木亨, 海老塚昇:

“φ360mm 大口径 CVD-SiC 軽量ミラーの ELID 研削”,

平成 16 年度茨城講演会, (日本機械学会関東支部，精密
工学会), 日立, 9月 (2004).

林偉民, 大森整, 鈴木亨, 森田晋也, 伊藤伸英, 大森宮次郎:

“ELID研削面の超精密ポリシングの検討”, 平成 16年度
茨城講演会, (日本機械学会関東支部，精密工学会), 日立,

9月 (2004).

小林裕一,柴田順二,鈴木亨,石川惣一,大森整,林偉民: “マ
イクロレンズアレイ金型の超精密切削加工”, 平成 16年
度茨城講演会, (日本機械学会関東支部，精密工学会), 日

理研研究年報 117



立, 9月 (2004).

大森整, 林偉民, 鈴木亨, 上原嘉宏, 平井聖児, 村上淳: “回
転式卓上加工機TRIDER-Xによるミーリング加工実験”,

平成 16 年度茨城講演会, (日本機械学会関東支部，精密
工学会), 日立, 9月 (2004).

萩原嘉伸, 渡邊裕, 林偉民, 劉慶, 大森整, 村田泰彦: “触針式
機上形状測定システムの開発”, 平成 16年度茨城講演会,

(日本機械学会関東支部，精密工学会), 日立, 9月 (2004).

林偉民, 沈剣雲, 大森整, 徐西鵬: “石材の高品位 ELID研削
の検討”, 平成 16年度茨城講演会, (日本機械学会関東支
部，精密工学会), 日立, 9月 (2004).

島田紘樹, 内田光宜, 塚越宏光, 長谷川勇治, 伊藤伸英, 大森
整: “放射状鋳鉄ボンド砥石による ELID 研削特性”, 平
成 16 年度茨城講演会, (日本機械学会関東支部，精密工
学会), 日立, 9月 (2004).

石川惣一,三石憲英,上原嘉宏,大森整,林偉民,渡邊裕,片平
和俊, 山本幸治, 伊藤伸英: “ELID研削における研作液供
給方法に関する研究（第 9報：高能率研削加工における
CYLIN 円筒研削方法特性）”, 2004 年度精密工学会秋季
大会学術講演会, 松江, 10月 (2004).

林偉民, 大森整, 鈴木亨, 森田晋也, 上原嘉宏, 上野嘉之:

“ELID研削面の粗さに及ぼすポリシング精度”, 2004年
度精密工学会秋季大会学術講演会, 松江, 10月 (2004).

林央: “ステンレス鋼板のプレス成形”, 日本金属プレス工業
協会第 2回材料部会, 鹿島, 10月 (2004).

林央: “新しい材料開発の展望”, 日本塑性加工学会板金プレ
ス成形分科会第 66回 SMFセミナー, 深谷, 10月 (2004).

小林裕一, 柴田順二,石川惣一,鈴木亨,大森整,林偉民: “ナ
ノ精度加工機によるマイクロ金型のダイヤモンド切削加
工事例”, 理研シンポジウム「第 15回マイクロファブリ
ケーション研究の最新動向」：マイクロファブリケーショ
ンの最新研究事例および新しいアプリケーション, 和光,

10月 (2004).

森田晋也, 鈴木亨, 劉慶, 林偉民, 渡邊裕, 上原嘉宏, 大森整:

“斜軸手法によるマイクロレンズ金型の超精密 ELID 研
削事例”, 理研シンポジウム「第 15回マイクロファブリ
ケーション研究の最新動向」：マイクロファブリケーショ
ンの最新研究事例および新しいアプリケーション, 和光,

10月 (2004).

林偉民, 大森整, 沈剣雲, 徐西鵬: “ELIDラップ研削による
装飾用大理石の高品位加工”, 第 5回生産加工・工作機械
部門講演会「生産と加工に関する学術講演会 2004」, (日
本機械学会), 吹田, 11月 (2004).

林偉民, 大森整, 鈴木亨, 森田晋也, 上原嘉宏, 上野嘉之:

“ELID研削面の超精密ポリシングの検討”, 第 5回生産加
工・工作機械部門講演会「生産と加工に関する学術講演
会 2004」, (日本機械学会), 吹田, 11月 (2004).

上原嘉宏, 大森整, 林偉民,渡邊裕,石川惣一,三石憲英: “デ
スクトップマシンツールによる微細加工の試み”, 第 5回
生産加工・工作機械部門講演会「生産と加工に関する学
術講演会 2004」, (日本機械学会), 吹田, 11月 (2004).

渡邊裕,林偉民,鈴木亨,森田晋也,上原嘉宏,大森整,牧野内
昭武, 劉慶: “屈折率傾斜 (GRIN)光学素子への ELID研
削加工の試み”,第 5回生産加工・工作機械部門講演会「生
産と加工に関する学術講演会 2004」, (日本機械学会), 吹

田, 11月 (2004).

片平和俊, 水谷正義, 秋濃裕香子, 小茂鳥潤, 大森整: “人工
骨頭用材料の ELID研削による高機能表面の創製”, 第 5

回生産加工・工作機械部門講演会「生産と加工に関する
学術講演会 2004」, (日本機械学会), 吹田, 11月 (2004).

渡邊裕,大森整,林偉民,鈴木亨,上原嘉宏,牧野内昭武: “IT

援用加工 (2)：IT加工計測融合工学・先端光学素子開発”,

神奈川科学技術アカデミー教育講座「次世代研削加工技
術コース」, 川崎, 11月 (2004).

大森整, 上原嘉宏, 林偉民, 森田晋也, 劉慶: “超精密切削に
よる電鋳金型加工と光学素子の開発”,第 10回型技術ワー
クショップ 2004, (型技術協会), 滋賀県草津, 11月 (2004).

山形豊, 金俊完, 金範 , 樋口俊郎, 大森整: “エレクトロス
プレーデポジション法によるマイクロ/ナノパターニン
グ”, 第 12回プラスチック成形加工学会秋季大会（成形
加工シンポジア’04）, 京都, 11月 (2004).

諸田賢治,松本英俊,皆川美江,谷岡明彦,山形豊,井上浩三:

“エレクトロスプレー法によるPEO薄膜のナノ構造制御”,

第 12回プラスチック成形加工学会秋季大会（成形加工シ
ンポジア’04）, 京都, 11月 (2004).

池浩, 中野祐介: “被膜試験片への圧印による平滑面と微細
表面形状の転写”, 第 55回塑性加工連合講演会, (日本塑
性加工学会), 京都, 11月 (2004).

水谷正義, 小茂鳥潤, 片平和俊, 大森整, 渡邊裕: “電圧印加
複合型 ELID研削システムの構築および表面機能評価”,

電気加工学会全国大会 (2004), 名古屋, 11月 (2004).

池田一昭, 安達智宏, 森嶋隆裕, 篠原武尚, 広田克也, 三島
賢二,佐藤広海,清水裕彦,森田晋也,郭建強,鈴木亨,渡邉
裕, 上原嘉宏, 林偉民, 大森整, 日野正裕, 田崎誠司, 奥
隆之, 曽山和彦: “回転放物面型多層膜スーパーミラーに
よる冷中性子収束光学素子の開発”, 日本中性子科学会第
4回年会, 札幌, 12月 (2004).

森田晋也, 郭建強, 鈴木亨, 渡邊裕, 上原嘉宏, 林偉民, 大森
整, 池田一昭, 清水裕彦: “回転放物面型中性子ミラーの
加工技術”, 日本中性子科学会第 4 回年会, 札幌, 12 月
(2004).

林偉民, 大森整, 渡邊裕, 上原嘉宏, 吉川研一, 大森宮次郎,

石川惣一, 浅見宗明, 池田一昭, 篠原武尚, 安達智宏, 清水
裕彦, 村上淳, 岩木正哉: “中性子物質レンズデスクトップ
加工システム”, 日本中性子科学会第 4 回年会, 札幌, 12

月 (2004).

大森整,林偉民,郭建強,上原嘉宏,森田晋也,三石憲英,浅見
宗明, 池田一昭, 安達智宏, 清水裕彦: “中性子物質レンズ
加工プロセス”, 日本中性子科学会第 4 回年会, 札幌, 12

月 (2004).

林央: “プレス加工用材用の規格”, 日本金属プレス工業協会
第 3回材料部会, 東京, 12月 (2004).

林央: “プレス加工用鉄鋼材料の規格と材料特性評価法，成
形性”, 日本金属プレス工業協会第 3回材料部会, 東京, 12

月 (2004).

山形豊, 鈴木浩文, 樋口俊郎, 大森整, 牧野俊清: “非軸対称
非球面形状光学部品用の超精密金型の加工・計測技術に関
する研究開発”, ロボット・金型テクノミーティング, (中
小企業基盤整備機構), 東京, 1月 (2005).

林央: “軽量化材料と成形技術の動向”, 軽量化材料の成形技
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術セミナー, (高度ポリテクセンター), 千葉, 1月 (2005).

片平和俊,大森整,上原嘉宏,林偉民,渡邊裕,小茂鳥潤,水谷
正義, 前濱文人, 秋濃裕香子: “ナノ表面品質と機能を実
現する ELID研削の効果”, 日本溶接協会第 3回表面改質
技術委員会, 東京, 1月 (2005).

池田一昭, 安達智宏, 篠原武尚, 森嶋隆裕, 広田克也, 三島
賢二,佐藤広海,清水裕彦,森田晋也,郭建強,鈴木亨,渡邉
裕, 上原嘉宏, 林偉民, 大森整, 日野正裕, 田崎誠司, 奥

隆之, 鈴木淳市, 曽山和彦, 大山研司, 平賀晴弘: “放物面
型多層膜スーパーミラーによる熱・冷中性子収束光学素
子の開発”, 日本物理学会第 60 回年次大会, 野田, 3 月
(2005).

古城直道,横田秀夫,中村佐紀子,山形豊,大森整,樋口俊郎:

“精密切削加工による生体試料内部構造の観察：骨切削条
件の選定”, 2005年精密工学会春季大会学術講演会, 横浜,

3月 (2005).
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